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図６tai60aの最良解の変化（Kick-min＝0.9,
Kick-max=09） 
図５tai60aの最良解の変化（Kicmnin＝04,
Kick-max＝0.7） 
以下では，今後の課題・検討事項について記述する．
（１）今回検討を行わなかったαの増減について検討する必要がある．
（２）各問題例によって，Kick-minおよびKick-maxの最適な値が異なるので，適応的にそれらを調整で
きるようにする必要がある．
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